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玉
葉
和
歌
集
恋
歌
の
表
現

山

根

秋

乃

 

玉
葉
、
風
雅

の
二
集

に
代
表
さ
れ
る
京
極
派
和
歌
は
、
「
清
新
」
と
評
さ
れ
、

「
叙
景

と
拝
情
を
明
瞭
に
分
離
」
し
、
「
四
季
歌
が
叙
景

に
徹

し
、
将
情
歌
が
感

 
 
 
 
 
 
 

 
 

(1
)

情

の
表
出

に
徹
し
」
た
歌
風

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ

の
叙
景

歌
と

好
情
歌

に
注
目
す
る
と

「
清
新
」
と
評

さ
れ
る

の
は
、
主

に
叙
景
歌
で
あ

り
、

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(2
)

好
情
歌

に
は

「
理
屈

っ
ぼ
く
晦
渋
」
 
「
情
趣
や
う
る
お
い
に
と
ぼ
し
い
」

な
ど

と
い
う
否
定
的
な
評
価

の
先
行
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
京
極
派

の

叙
景
歌
と
拝
情

歌
の
批
評

の
、

こ
の
よ
う
な
懸
隔

へ
の
疑
問

を
出

発

点

と

し

て
、
拝
景

歌

の
中

で
も
恋
歌
、
特

に
玉
葉
集
恋
部

に
限
定
し
て
、
主

に
語
彙

の

側
面
か
ら
検
討
を
試
み
た

い
。

恋
部
の
構
成

 
玉
葉
集
恋
部
は
、
同
集

の
巻
九

(恋

一
)

か
ら
巻
十
四

(恋

五
)
ま
で
を
占

め
、
歌
数

五
七
七
首
、
歌
人
数

二
三
九
人

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

 
歌
は
従
前
の
勅
撰
集
恋
部

に
な
ら

っ
て
恋
愛

の
進
行

の
順
序

に
従

っ
て
配
列

さ
れ
、

そ
れ
に
加
え

て
素
材
及
び
作
者

に
よ
る
纏
ま
り
を
持

つ
と

い
う
構
成
で

あ
る
。

こ
の
二
つ
の
要
素

の
関
係
は
新
古
今
集
に
見
ら
れ
る

よ
う
な

「
区
切

り

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3
)

を
ず
ら
し
な
が
ら
鎖

の
よ
う
に
組

み
あ
わ
せ
る
構

成
」

で
あ
る
。
玉
葉
集
恋
部

で
は
、
作
者

の
纏
ま
り
が
歌
語
や
素
材

に
よ
る
そ
れ
に
比
べ
る
と
、

よ
り
明
解

で
あ
り

(
玉
葉
集

で
は
、
古

今
集
か
ら
続
拾
遺
集
ま
で

の
前
代
作
者
群
と
、
続

古
今
集
か
ら
玉
葉
集
ま
で

の
当
代
作
老
群

に
二
分

さ
れ
る
)
前
代
作
者
群
と
当

代
作
者
群
が
、
そ

の
歌
人
数

は
各
部
分
部
分
で
異

な
り
な
が
ら
も
、
ほ
ぼ
交
互

に
あ
ら
わ
れ
る
構
成
で
あ

る
。
例
と
し

て
、
恋

一
の
巻
頭
部
分

の
構
成
図
を
表

1
に
掲
げ

る
。

 
恋

の
進
行

の
順
序

(
題
配
列
)
、
作
者
配
列
、
素
材
配
列
と

い
う
三
点

か

ら

整

理
し
た
表

1
の
よ
う
な
構
成
を
、
恋
部

の
全
巻

に
渡

っ
て
ほ
ど

こ
し
、

そ
れ

を
概
観
す
る
と
表

2
の
よ
う

に
な
る
。
 

(作
者

に
関
し
て
は
、
前
代
作
者
歌
数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

(4
)

と
当
代
作
者

歌
数

の
恋
部
全
体
で
の
比
率

六
対
四
を
基
準
と
し

て
、
そ
れ

を
越

え
る
数
値

を
示
す
も

の
を
そ

の
部
所

の

「
中
心
」

と
い
う
表
現

に
用

い
た
。
)

 

こ
の
よ
う
に
概
観
す
る
と
、
玉
葉
集
恋
部

に
は
目
立

っ
て
特
徴

の
あ
る
部
分

を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

そ
れ
は
恋
四

の
前
半
部
分

と
そ
れ
以
降

(
恋

五
巻

末
ま
で
)

の
二

つ
の
部
分

で
あ
る
。

 
恋
四
前
半
部

に
は
、
季
節

に
か
か
わ

る
歌
が
、
巻
頭

か
ら
巻

の
半
ぽ
ま
で
、

四
季
を
追

っ
て
順

に
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
歌

に
続

く
次

の
部
分

、

恋
四
後
半

か
ら
恋
五
巻
末

ま
で
の
部
分

で
あ
る
が
、
そ

こ
に
は
、

そ
れ
ま
で
保
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玉葉集恋部恋1巻 頭の構成 〔表一1〕

素 材 ・歌 語 構 成

 

圖歌番号11彊]

風

 
 

丁

歌
枕

⊥

T
l
水

1
⊥

涙 ・袖

風 ・桜花

風 ・松 島

涙 ・被

丁
風
1

ただすの神

津の国

T
l
水
1
⊥

吉野川

涙 ・袖

芦 ・屋

枕  差
夢    ⊥
恋妻  婁
秋萩.か く棲aT

難:lli圭
沼

小舟

あやめ草

水

i
1

一↑
1
歌
枕
1
⊥

 
下

水

⊥

 
 

山

山

 

川

背

背

煙

 

泉

妹

妹

・

の

涙

川

川

の

ち

・
野

野

ち

み

袖

吉

吉

み

丁
諜

・
文
⊥

 
 

 
丁
水
⊥
↑
1

世
1

⊥

ことのは

文

玉 ・章'涙

初瀬川

世世

世

山川

うき世

世

 

知

恋

不

初

忍恋

不遇恋

 

T

前
代
作
者

⊥

↑
ー
ー

1
当

代
作
者

↓
下

前
代
作
者

⊥

↑
ー
当
代
作
者
ー
↓
一↑
1

前
代
作
者
ー

↓
[

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

12

*題 は,恋 愛の進行を示 す ものに関して挙げた。

*歌 番号はr新 編国歌大観』による。

 

た
れ

て
い
た
素
材

や
歌
語
に
よ
る
秩
序
が
失
わ
れ
、
素
材

の
纏
ま
り
で
は

「
文

・
こ
と

の
は
」
「
月
」
「
夢
」

の
小
群
を
除

い
て
は
全
く
な
く
な

っ
て
し
ま
う

の

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

(5
)

で
あ

る
。

こ
れ
ら
は
、
従
前

の
勅
撰
集
恋
部

に
は
み
ら
れ
な
い
玉
葉
集
恋
部

に

独
特
な
構
成

で
あ
る
Q

 
同
時
代

の
玉
葉
集
批
判

の
書

で
あ
る

『
歌
苑
連
署
事
書
』

の
中
に

 

 
恋

の
四
巻

に
は
四
季

の
や
う
に
次
第
を
た

て
て
歌

を
か
か
れ
た
り
。

い
と

 

 
め
づ
ら
か
な
り
。
恋

の
四
よ
り
後
、
殊

に
よ
ろ
し
か
ら
ず
見
え
侍

り
。
恋

 

 
に
あ
ら
ざ
る
歌
も
同
じ
。

と
評
さ
れ
て
い
る

の
は
、

こ
の
部
分
が
勅
撰
集

の
構
成
と
し

て
は
破
格

で
あ
る

こ
と
に
対
す
る
批
難
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、 

「恋

に
あ

ら
ざ
る
歌
も
同
じ
」

と

い
う
言
葉
は
、
恋
四
後
半

部

の
歌
が
、
素
材
的
に
と
ら
え
ど

こ
ろ
が
な
い
と

い
う

こ
と
を
批
難

し
た
も

の
と
も
読
み
と
れ
る

の
で
あ

る
Q

 
し

か
し
、
同
時
代

か
ら
す
で
に
論
難
さ
れ

て
い
た
こ
れ
ら

の
部
分
に
こ
そ
、

そ
れ
ま
で

の
勅
撰
集

に
は
な

い
玉
葉
集
恋
部

に
独
自

な
特
質
が
よ
り
明
確

に
示

さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

二
つ
の
部
分

の
う
ち
、
恋

四

の
前
半

部

(
四
季
に
か
か
わ
ら
せ
た
恋
歌
)
も
従

っ
て
特
色

の
見
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
は

あ
る
が
、
作
者
構
成

か
ら
も
理
解

さ
れ
、

よ
り
当
代
的
な
特
色
を
強

く
示
し
京

極
派
歌
風
に
関
連
す
る
と

い
う
点
か
ら
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
恋
四
後

半
以
降
か

ら
恋
五
巻
末
ま
で
の
歌

(
『新
編
国
歌
大
観
』
番
号

で

一
六
七
〇

～

一
八
二
三

ま

で
の
歌
、
猶
以
降

の
歌

の
番
号
も
同
断
)
を
検
討

し
た

い
。

二
 

一
六
七
〇
～

一
八
二
三
の
歌
の
用
語

 
構
成
上
か
ら
、

一
六
七
〇

～

一
八
二
三
の
部
分

に
は
、
伝
統
的

な
歌
語
や
具

体
的
な
素
材

を
含
む
歌

の
少

な
い
こ
と
が
捉
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
用
語

の
面

一9一



玉葉集恋部の構成 〔表一2〕

i 題(恋 の進行) 匪 者構刺 素 材 そ の 他 の 特 色

1

2

3

4

5

見ぬ恋→初恋

   →あだなるな立つ

待恋→初遇恋

  →後朝恋

悔恋→遇不逢恋

  →旅恋

春恋→冬恋

稀逢恋→恨恋

絶恋→暮恋

前代作者中心

当代作者中心

前代作者中心

前代作者中心

当代作者中心

当代作者中心

水 に関連す る素材や,気 候 などにかかわ る素材が多

く,具 象性 の強い素材を多 く有す る巻。

月を中心素材 とし,歌 の内容 は一 日の中での時間 を

うた うものが多い。恋を成 就した喜 びの うたが ある。

作者構成は,前 代歌人の歌 が多いが,素 材 には,世,

命,な ど抽象性 の高い ものが 目立つ巻。

春 から順 を追 って冬の恋歌まで。61首 中,当 代歌人

7首 。

恋4,前 半に とり上げ られたよ うな,具 象性 の強い

素材用語が少な く,配 列構成 は一見荘漠 とした印象

を受 ける巻。

玉葉集恋部名詞分類 〔表一3〕

分 類 項 目(実 例)

①

②
③

④
⑤
⑥

⑦
⑧
⑨
⑩

⑪
⑫

⑬
⑭
⑮

歌 枕(あ ふ さか,い つみかは,み ちの く)

植物(あ ふひ ぐさ,く ず,さ くらばな)

天候 ・気候(風,雲,月,星)

水に関連す るもの(川,波,浦,海,舟)

動物(う ぐひす,か ささぎ,か も)

地勢,生 活環境,住 所(山,岩,田,里)

服飾(糸,衣,袖,枕)

視聴覚(音,色,匂,声)

時間 ・四季(あ す,き の う,い ま,ゆ ふ べ)

性状及 び行動 にかかわ るもの(こ と,ち ぎ り,よ そ)

身体 ・人間(身,親,妻,君,我)

ことば(こ とのは,ふ み,た まつ さ)

空間 ・方 向 ・位置 ・数 ・程度(上,内,方,果)

世 ・命(い のち,う きよ,う つつ,た ま)

心情 名詞(あ われ,う さ,お もひ,こ ころ)

蕪全留
2

9

5

6

2

0

1

8

7

2

4

8

7

5

4

4

5

3

9

3

5

5

9

1

5

8

3

5

9

6

 

1

1

 

 

 

 

 

 
 
0」

9
臼
O
J

 
 
ー

 
 
ウ
』

1670番 以降
の語数(B)

1

3

8

7

3

5

6

5

0

4

9

0

7

6

0

 

 

 

 

 

 

 

1

7

6

9

1

5

3

0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

B-

A×100

2.4%

5.0

5.9

7.3

9.4

10.0

11.8

15.3

22.0

25.4

25.8

26.3

36.3

37.8

37.8

1670～1823の 歌数           154(首)              x100=27(o/)        x100=

 恋部全歌数           577(首)

〔表m〕

恋部全体の数  
(A)
1670以 後の

数  (B)

B _×100

A

心情形容(動)詞 241 95 ao/

〔例〕 うし

   つらし

   つれな し

5

5

4

∩◎

3

1

Q
ゾ

7
●

4

4

1

59%

49

21
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か
ら
検
討
し

た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 

(6
)

 

ま
ず
名
詞
を
分
類
す
る
。
表

3
。

そ
れ

に
は
、

こ
れ
ま

で
京
極
派

の
特
色

に

 
 
 
 
 
 
 

(7
)
 

 

 
 

 

 
 

 

(8
)
 

 
 

 

 
 
(9
)

挙
げ

ら
れ

て
い
た
事
柄
や
、
素
材
構
成

か
ら

の
把
握
、
ま
た
古
今

六
帖
等
類
題

歌
集
な
ど
を
参
考

に
分
類
し
た
。
強
引
な
類
別
も
あ
る
が
、
素
材
と

し
て
具
体

性

の
強

い
名
詞
と
、
そ
う
で
な
い
も

の
と
が
、

一
六
七
〇
～

一
八
二
三
の
部
分

に
ど
の
よ
う

に
あ
ら
わ
れ
る
か
を
見

る
の
が
そ

の
目
的
で
あ

る
。

 
表

3
で
は
恋
部
全
歌
数

五
七
七
首
と
、

一
六
七
〇
～

一
八
二
三
部
分

の
歌
数

一
五
四
首

の
比
率

二
七
%

を
基
準

に
数
値

の
高
低
を
検
討
す

る
。

 
す

る
と
表

2
か
ら
も
予
想

さ
れ

た
よ
う
に

}
六
七
〇
～

一
八
二
三
の
部
分
で

は
、
具
体
的
で
素
材
性
の
強

い
言
葉

の
比
率
が
低
く
、
感
情
心
理
を
表
わ
す
抽

象
的
な
言
葉

の
比
率
が
高
く
な
る

こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
伝
統
的
な
歌
語
と

し
て

「
世
」
「命

」

な
ど
、

よ
り
抽
象
性
の
高

い
も

の
が
多
く
使
わ
れ

て
い
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

 
心
清
名
詞
が
多

い
と

い
う

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
さ
ら
に
心
情
を
あ

ら
わ
す
形

容
詞

(
形
容

動
詞
も
含

め
る
)
で
調
ぺ
る
と
、
表

4
の
よ
う

に
な
る
。

 

こ
こ
に
お

い
て
も
前
述

の
心
情
名
詞

の
場
合
と
同
様
、
基
準
を

こ
え
る
高

い

数
値
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
実
例

に
示
し
た
心
情
形
容
詞

の

「
う
し
」
が
、
そ
の
数

の
多
さ
で
注
目
さ
れ

る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
れ

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

三
 
恋
部
全
体
で
の
用
語

 

一
六
七
〇

～

一
八
二
三
の
部
分

に
は
、
心
情
を
あ
ら
わ
す
名
詞
や
形
容

詞
な

ど
、
抽
象
性

の
高

い
言
葉
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
が
、
そ

れ
を
今
度
は
恋
部

の
全
自
立
語
で
検
討
し
た
い
。

 
恋
部

の
自
立
語
全
体
を
延
語
数
順

に
整
理
し
て
み
る
。

表
5

(紙
幅

の
都
合

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10
)

に
よ
り
二
十

一
例
以
上

の
も

の
を
掲
載
)
玉
葉
集
恋
部
で

の
特
色
を
よ
り
明
確

に
す
る
た
め
に
、
新
古
今
集
恋
部
及
び
撰
者
為
兼

の
祖
父
で
歌
道

の
師
で
も
あ

っ
た
為

家
の
撰

し
た
、
続
後
撰
集
恋
部
で
の
数
値
を
#

せ
て
表
示

す
る
。

 

玉
葉

集
恋
部

で
の
延
語
数
を
全
歌
数
で
割

っ
た
比
率
と
、
新
古
今
、
続
後
撰

両
集
恋
部

で
の
同
様
に
し
て
求
め
た
比
率
と
を
比
較

し
、

玉
葉
集

に
高

い
数
値

を
示
す
も

の
を
特
色
あ
る
語
と
し

て
捉
え
る
の
で
あ
る
。
猶
、
例
数
十

五
以
下

で
は
、
延
語
数
自
体

の
差

に
よ

っ
て
比
較
す

る
。

 
そ
う

し
て
得
た
結
果

を
纏

め
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

 

。
延
語
数
が

二
五
以
上
で
、
新
古
今
、
続
後
撰

二
集
と
の
差
が
共

に
十

三
～

 
 

三
%

の
用
語

お
も

ふ
 
う
し
 

ひ
と
 
よ
 
わ
れ

 
こ
こ
ろ
 
い
ふ
 

い
ま

・
延
語
数

二
四
～
十
六
で
、

二
集
共
通

に
差
が

二
%
以
上

の
用
語

ち
ぎ
り
 
と
き
 

の
ち
 
あ
は
れ
な
り

・
延
語
数
十
五
～
五
で
、

二
集
と

の
延
語
数

の
差
が
倍
以

上
の
用
語

う
れ
し
 
お
の
ず

か
ら
 
う
さ
 
ご
ひ
し
さ
 
こ
と

の
は
 

こ
よ
ひ

(
然
)
 
そ

の
 
な
か
 
な
さ
け

 
は
て
 
ゆ
ゑ

 
ひ
さ
し

さ

 
以
上

の
よ
う
な
用
語

を
特
色
あ
る
語
と
し

て
取
上
げ

る
こ
と
が

で
き

る
。
な

か
で
も
、
比
率
差

の
大
き

い
も

の
で
あ

る
、

 
 
わ
れ
 

ひ
と
 
お
も
ふ
 

よ
 
う
し

は
、
玉
葉
集
恋
歌

の
特
質

を
明
示
す
る
言
葉
と
し
て
象
徴
的

で
あ

る
。

ま
た
逆

に
、
そ
で
 
あ
ふ
 
な
ど
は
、
玉
葉
集
恋
歌

に
特

に
少

な
い
、

い
わ
ぽ
負

の
特

性

を
示
す
言
葉
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

 
特
色

を
示
す
用
語
と

し
て
浮
び
上

っ
た
こ
れ
ら

の
言
葉
は
、
景
物

を
感
情
と

切

り
離
し

て
詠
ず

る
京
極
派

の
叙
景

歌
で
は
当
然
少

な
く
な

る
と
予
想

さ
れ

る

言
葉
と
な

っ
て
い
る
。

一
六
七
〇
～

一
八
二
三
の
部
分

の
調
査

(
二
)

で
得

ら
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〔表 一5〕

玉葉集恋歌
の 用 語

(自立語)

。お もふ(思)

。ひ と(人)

。こころ(心)

あ り(有)

。うし(憂)

み(身)

み る(見)

なし(無)

す(為)

。よ(世)

。われ(我)

し る(知)

わ(我)

もの(者 ・物)

こと(事)

。いふ(言)

まつ(待)

なる(成)

。い ま(今)

なみだ(涙)

つ らし(辛)

玉葉集恋部
語数 (A)

 A  x100

577首

 

%

 

)

 
 
 
)

 
 
 
)

6

9

9

6

6

8

戸◎
ワ
臼

4

9
』

0

1

1

(

 
-

(

 -

(

 

)

 
 
 )

 
 
 
)

Q
ゾ
7

「0
4

ρ0

1

Q
ゾ
ー

8

1

ρ0
1
▲

 

(

 
 
 (

 
 
 
(

 

)

 
 
 
 
)

 
 
 
 )

4

ー
ム
 
9
臼
-

Q
ゾ
0

戸0

ー
ム

6

1
▲

「0
ー
ム

 

(

 
 
 (

 
 
 (

 
)
  
 )

4
9

3
9

PD
 
 
PD

 
(
 
  
 
 

(
 

)

 
 
 
)

 
 
 )

ウ
臼
Q
V

9
臼
Q
ゾ

8

8

[O
 

 
FO
 

 
4

 

(

 
 
 
(

 
 
 (

 

)

 
 
 
)

 
 
 )

7

8

5

8

FD
∩6

4

 
 
 4

 

 
 4

 

(

 
 
 
(

 
 
 (

 

)

 
 
 
)

 
 
 )

3

7
置
 
9
臼
7

 
ハ0
ρ0

4

 
 
 4

 

 
Q
J

 

(

 
 
 
 (

 
 
 
 
(

 
)

「D
ρ0

3 

(

新古今恋部
語数 (B)

B�x100445首

 
%

G
)
ρ0

ρ0
1

 

)

 
 
 )

 
 
 )

Q
ゾ
0

 
ρ0

00

 
門0
「D

8

n∠

FD

-

ρ0

ー
ム

 

(

 
 
 (

 
 
 (

 

)

 
 
 
 
)

 
 
 
 
)

4

0
0

FD
O

O

-
▲

-

 
 
」4

1
占

FO
ー
ム

 

(

 
 
 (

 
 
 (

 

)

 
 
 
)

 
 
 )

1

1

3

0

戸0

4

FO
-
占

4

噸⊥

-

 

(

 
 
 
(

 
 
 (

 

)

 
 
 
 
 
)

8

4

 
7
・
8

1

 
 
 ∩0

 

(

 
 
 
 
 
(

 

)

 
 
 )

 
 
 )

O

Q
り

9σ
7

 
1

民
り

4

 

 
nδ

 

 
Q
ゾ

 

(

 
 
 
 
(

 
 
 
 
(

 

)

 
 
 
 )

 
 
 
 
)

4

5

4

5

5

3

9
白
 

 
9
臼
 
 
-

 

(

 
 
 
 
(

 
 
 
 
(

 

)

 
 
 )

 
 
 )

0

」4
 
2

FO

9
9
5

2

 
 
9
臼
 

 
2

 

(

 
 
 
 
(

 
 
 
 
(

続 後撰恋部
語数 (C)

 C  x100

373首

 

%

 

,

 
 
 )

4

4

 
Q
ゾ
ー

 0
1

 7

9
白

 

(

 
 
 
 (

 

)

 
 
 
 )

 
 
 
 )

FO

FD

2

Q
》

0

8

【D

噌⊥

3

 

 
3

 

(

 
 
 
 (

 
 
 
 (

 

)

 
 
 
 )

 
 
 
 )

4

Q
V

5

ワ
臼

2

Q
V

Q
U
 
 
」4
1

0
0

 

(

 
 
 
 (

 
 
 
 
(

 

)

 
 
 
)

 
 
 )

1

1

8

「0

8

5

4

1

1

 

 
1

 

(

 
 
 
 (

 
 
 
 (

 

)

4

4

に0
1

 

(

 

)

 
 
 
 )

 
 
 
 
)

Q
σ
8

ー
ム
∩◎

1

6

n∠
 

 
ら
Q
 

 
9
臼

 
(
  
 
 
(
 
 
 
 
(
 

)

 
 
 
 )

 
 
 )

7

「D

9
臼
6

Q
ゾ
5

1

 
 
 9
θ
 
 
-

 

(

 
 
 
 
(

 
 
 
 (

 

)

 
 
 
 )

 
 
 )

4

4

9
臼
Q
り

7

「D

1

 
 
3

 

 
 1
⊥

 

(

 
 
 
 (

 
 
 
 (

歌
語

ー

恋
 

語

集
用

立

葉
 
 自

玉
の

(

わす る(忘)下

つ き(月)

きみ(君)

うらむ(恨)

いかな り

。あふ(逢)

ゆめ(夢)

とふ(問)

ばか り(許)

また(又)

。そで(袖)

み ゆ(見)

いの ち(命)

こひ し(恋)

き く(聞)

たのむ(頼)四

お もひ(思)

かはる(変)

ただ(唯)

なに(何)

玉葉集恋部
語数 (A)

A  x100

577首

 
%
 
)
4
£
U

3

 

)

 
 
 
)

 
 
 
)

3

6

ウ
]
ρ0
 
9
臼
ρ0

0D
 
 
Q
り
 
 
Q
σ

 
(
  
 (
  
 (
 

)

-

『0

3 

(

 

)

 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
)

9

5

8

5

8

5

9
白
 
 
り
畠
 
 
9
山

 
(
  
 (
  
 (
 

)

 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
)

7

5

7

5

6

4

n∠

 
 
ワ
臼
 
 
9
臼

 
(
   (
  
 (
 

)

 
 
 
)

 
 
 
)

「D
4

 
FD
4

 
4

4

9
臼
 
 
9
6
 
 

9
6

 
(
  
 (
   (
 

)

 
 
 
)

 
 
 
)

nδ
4

 
∩0
4

 
1

4

9
6
 
 
2

 
 
 9
臼

 

(

 
 
 
 
 
(

 
 
 
 
 
(

 

)

 
 
 
)

 
 
 
)

ー
ム
4

 
1

4

 
1

4

9
臼
 
 

9
臼
 

 
2

 

(

 
 
 
(

 
 
 
(

新古今恋部
語数 (B)

 B  x100

445首

 

%

 

)

 
 
 
 
)

9σ
rO

 
FO
n◎

9
』
 
 
∩0

 
(
 
 
 
 
(
 

)

 
 
 
)

 
 
 )

」4
「D

9
0
nδ

8

4

0
乙
 
 

1

 
 
 1

 

(

 
 
 (

 
 
 (

 

)

 
 
 
)

 
 
 
)

7

8

9

7

0

4

Q
σ
 

 
∩乙
 

 
ワ
一

 
(
 
 
 
 

(

 
 
 
 

(
 

)

 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
)

只
)
4

4

1

5

ワ
】

-
占
 
 
 
 
 
 門D
ー
ム

 
(
   
 
 

(
   
 
 

(
 

)

ρ0
4

1 

(

 

)

 
 
 
 
 

)

 
 
 
 
 
)

戸D
Q
U
 
9
臼
3

 
2

∩0

1

 
 
 1
↓
 
 

-

 

(

 
 
 (

 
 
 (

 

)

 
 
 
)

 
 
 )

-

n∠
 
4

∩0

 
7
●
4

1

 
 
 1

 
 
 1
↓

 

(

 
 
 (

 
 
 (

 

)

 
 
 
 
 
)

8

ワ
』
 
7

9
臼

(
 
  
 
 

(

続後撰恋部1
語数 (C)

 c  x100

373首

 
%
 
)
  
 
 
 

)
   
 
 

)

3
3

6
7

6
4

1
 
 
 2
 
 
 1

 
(
 
 
 
 
(
 
 
 
 
(
 

)

 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
)

7

rD

4

ρ0

4

Q
V

-
▲
 

 
2

 

 
3

 

(

 
 
 
 
(

 
 
 
 
(

 

)

 
 
 
 
)

 
 
 
 
)

GO
ρ0

0

◎
」

∩0
ハδ

9
臼
 

 
1

 
 
 1

 

(

 
 
 (

 
 
 (

 

)

 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
)

7
「
βD
 
Q
U
O

 
8

薩
σ

-

 
 
 り0
1

 
1
⊥

 

(

 
 
 (

 
 
 
(

 

)

門0
7
曜

2 

(

 

)

 
 
 
)

7
8

ワ
臼

 
◎
ゾ

9
臼

(
 
 
 
 
(
 

)

 
 
 
 
)

 
 
 
 )

ρ0

4

3

6

0

60

ー

 
 
 ワ
9
 
 
11

 

(

 
 
 (

 
 
 
(

 

)

ρ0

2(
7

だ0

1 

(
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れ
た
用
語
の
特
色

に
共
通
す
る
性
向
が
恋

部
全
体
と
し

て
も
捉
え
ら
れ
る
の
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(11
)

あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ぽ
、
作
者
構
成
等
概
し
て
前
代
重
視

の
傾
向

の
み
ら
れ
る

玉
葉
集
恋
部
が
、
歌

の
内
容

で
は
、
恋
部
全
体
に
渡

っ
て
当
代
的
、
即
ち
京
極

派
的
性
格

の
強
い
詠
歌

で
占

め
ら
れ

て
い
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
 
京
極
派
恋
歌
の
用
語

 
以
上

の
結
果
を
ふ
ま
え
、

こ
れ

を
さ
ら

に
京
極
派
歌
人

の
歌
に
限
定
し

て
考

え
て
み
た

い
。

 

三
で
捉
え
た
、
特
色

を
示
す
用
語

を
含
む
歌
を
、
作
者
別

に
分
け
、
京
極
派

歌
人

の
占

め
る
割
合
を
計
上
す

る
。
表

6
。
猶
、
京
極
派
歌
人
の
選
別

に

っ
い

て
は
岩
佐
美
代
子
氏

の

『京
極
派
歌
人

の
研
究
』
中

に
示
さ
れ
た
京
極
派
歌
人

(12
)

名

に
従

っ
た
。
(
た
だ
し
、
「
ひ
と
」
「
お
も
ふ
」
「
こ
こ
ろ
」
な
ど

の
使

用
頻
度

〔表m〕

B

  x100

ss/

r9

の
高

い
用
語
を
含
む
歌
で
は
作
者
が
多
く
な
り
、
同
氏

の
選
定

に
見

え
な

い
も

の
も
あ

り
配
列
な
ど

か
ら
判
断
を
下

し
た
も

の
も
ま
ま
あ
る
。)

表
6

の
検
討

に
は
、
恋
部
全
歌
数
と
京
極
派
歌
人
の
歌
数
と

の
比
率

を
基
準
に
用

い
る
べ
き

で
は
あ

る
が
、
京
極
派
歌
人

の
認
定
に
迷
う
先

の
よ
う
な
事
情

も
あ
る
と

こ
ろ

か
ら
、
歌
人
構
成

の
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
当
代
歌
人
歌
数
と

の
比
率
に
よ

っ
て

大
概

の
基
準
と
し
た

い
。
 
(
剛
で
計
上
済

の
当
代
歌

の
比
率
四
十
%

(
注
4
参

照
)

を
目
安

に
京
極
派

の
恋
歌

で
特
色

の
あ
る
言
葉

を
捉
え
る
こ
と
が

で
き

る

と
考

え
る
。)

 
す

で
に
、

三
に
お
い
て

(
新
古
今
集
と
続
後

撰
集
と

の
比
較
で
)

選
別
さ
れ

て
い
る
た
め
に
、
掲
出

の
言
葉

の
ほ
と
ん
ど
が
基
準
を
越
え
る
、
京
極
派
恋
歌

の
用
語
と
し
て
特
色

の
あ
る
も

の
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

こ

れ

ら

の
、
上
位

の
も

の
と
下
位

の
も

の
に
注
目
す
る
と
、
「
あ
は
れ
な
り
」
「
な
さ
け
」

 
 
 
 
 
 
 

' 
 

「
う
さ
」
な
ど
、
心
情

を
表

わ
す
抽
象
性

の
高

い
言
葉

 

派

C
 
極
外

 

京
以

京極派恋酬A B

の用語 奮霧1罐 嚢

77

75

75

71

65

64

60

58

54

53

52

50

48

47

47

43

42

42

42

40

39

38

38

0
σ
 
3

 
りσ
 
3

 
 nO
 
」4

30

4

6

5

6

8

20

5

55

79

8

8

29

95

26

6

11

32

10

15

11

10

9

9

10

55

7

9

7

7

9

22

5

51

70

7

6

21

69

19

4

7

20

6

18

14

13

12

12

14

85

n

15

12

13

17

42

10

燭

幽

15

14

50

團

45

10

18

52

16

あはれな り

な さけ

うさ

ごよひ

はて

さ(然)

うし

うれ し

こひ しさ

ゆゑ

そ の(其)

ちぎ り

いま

おのつ から

こころ

ひ と

なか(中)

こ とのは

よ(世)

お もふ

いふ

ひ さし

とき

われ

のち

が
上
位

に
な
り
、
 
「
お
も

ふ
」
「
ひ
と
」
「
よ
」

な
ど
の

言
葉
が

下
位

に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
下
位

に

な

っ
た
言
葉

は
、
恋
部
全
体

で
の
調
査

(表

5
)

で
は

上
位
に
あ
り
特
色
を
示
す
言
葉
で
あ

っ
た
。

そ
れ
が
、

京
極
派
に
限
定
す
る
と
下
位

に
な
る

の

は
、
こ

れ

ら

が
、
京
極
派
恋
歌

の
用
語
と
し
て
は

一
般

的
な
言
葉

で

あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ

の
延
語
数

の
多
さ
か
ら
は
、
玉

葉
集
恋
部
が
、
京
極
派
的
な
傾
向

を
持

つ
古

歌
を
多
く

取
り
入
れ

て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

 
表

6
に
見
ら
れ
る
語
彙

の
特
色
を
纏

め
る
と
、
次

の

よ
う
に
な
る
。

 

・
心
情
語

に
よ
る
特
色

(
と
り
わ
け
接
尾
語

「
さ
」

一13一



 
 

に
よ

っ
て
名
詞
化
さ
れ
た
言
葉

の
多
さ
に
は
注
目
さ
れ
る
)

 
 
 
例

あ
は
れ
な
り

う
し

う
さ

う
れ
し
さ

ご
ひ
し
さ
等

 

。
時
間

お
よ
び
時
間

の
経
過

を
示
す
言
葉

に
よ
る
特
色

 
 
 
例

こ
よ
ひ

は
て

ひ
さ
し

 

・
指
示
語

に
よ
る
特

色

 
 
 
例
 
さ
(
然
)

そ

の

 

こ
れ
ら

の
中

で
、
 
「
う
し
」
と

い
う
言
葉

は
、
玉
葉
集
恋
部
全
体

(表

5
)

で
、

ま
た
京
極
派
恋
歌

の
用
語

(
表

6
)
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
統
計
資
料

中

で
常

に
高
位

に
あ
り
、
延
語
数

の
多
さ
か
ら
も
、
京
極
派
恋
歌

に
き
わ
め
て

特
色
あ
る
言
葉
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
京
極
派
恋
歌

の
手
法

を

次

に
こ
の

「
う
し
」
と
い
う
言
葉

の
使
わ
れ
方

か
ら
検

討
し
た

い
。

五
 
京
極
派
恋
歌
の
手
法

 
「
う
し
」
と

い
う
言
葉

の
玉
葉
集
恋
部
で
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

玉
葉
集
で

の
例
数

と
、
続
後
撰
集
ま
で
の
勅
撰
集
恋
部

で
の
数
と

を

比

較

す

る
。
表
7
。

新
嘘

餐

で
の
数
の
和
が
九
八
例
で
あ
る
.芝

を
考
慮
す
る
と
玉
輩

の

八
五
例
と

い
う
数

は
、
特
別

に
多

い
。
そ
れ
を
活
用
と
用
法
で
分
け
、
連
体
形

は
、
更
に
そ
れ
を
、

つ
ぎ

の
用
法
で
分
け

て
み
る
。
(
表
7
に
併

せ
て
表
示
)

 

。
体
言
を
と
も

な
う
本
来

の
連
体
形

の
用
法

 

。
準
体

言
的
用
法

(
体
言
を
伴
わ
な

い
用
法
)

 

。
係
助
詞

「
ぞ
」

の
結
び
と
し
て

「
～
ぞ
う
き
」

の
形
で
用
い
ら
れ
る
用
法

 

。
懸
詞
と
な
る
用
法

以
上

の
四

つ
で
あ

る
。

勅撰集恋部 「うし」の用法 〔表一7〕

連   体   形

形騰 と離 剤かけ言籍 結

2 2

4 5

1 5

4 1 2 z

1 1

2 3

10 4 1

7 3 i i

5 3

13 8 1 1

28 30 1 8

連 体

語 数

   4

   9

   6

   9

   2

   5

15

12

8

23
 

67

巳 然

その他

1

1
      1

3

終 止

3

4

1

1

1

1

3
 

13

未 然
連 用

9
臼 
-
占 
3

4
 
 1
▲ 
nO
 
4

 
 
 9
臼

う
数
「
語
 

 
7

部
」
恋
し

12

11

13

3

5

21

14

12

30

85

勅撰集名

集

集

集

遺

葉

花

載

今

撰

撰

今

撰

遺

拾

 

 

 

古

勅

後

古

後

拾

後

金

詞

干

新

新

続

葉玉

 

表

に
よ

っ
て
理
解

さ
れ

る
よ
う
に
、
続

後
撰
集

ま
で
で
は
、

後
撰
、
拾
遺
、
詞
花

集
を
除

い
て
、
体
言

を
と
も
な
う
連
体
形

が
準
体
言
用
法

よ
り

多

い
。

こ
と

に
そ

の

例
数

の
多
く
な
る
干

載
、
新
古
今

、
続
後

撰
の
各

集
で
は
、
体

言
を
と

も
な
う
用
法

の
数
が
準
体

言
用
法

を
大
き
く
上

廻
る
。

そ
れ

に
対

し
て
、
玉

葉
集

で
は
、
そ

れ
が

逆
転

し
て
い
る
Q
即

ち
準
体
言
用
法

の
体

言

を
と
も
な

わ
な
い

形
が
、
体
言

を
伴
な

う
用
法

よ
り
多
く
な

っ
て
い

る

の

で

あ

る
。
そ
れ

を
、
連
体

形
全
体

で
の
比
率

で

み
れ
ぽ

六
七
例
中

の
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三
十
例
、
四

五
%

を
準
体
言
用
法
が
占

め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら

に
、
こ

こ
に
係
結
び

の
用
法

の
例

を
加
え
る
と
、
 
「
う
き
」

の
形

で
の
使
用
率
は
、
六

七
例
中

の
三
八
例
で
五
七
%
と
な
り
、
連
体
形

の
半
数
以
上
が
体
言
を
伴
わ
ず

に
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る

の
で
あ

る
。

こ
れ
が
そ

の
ま
ま
京
極
派

の
特
色
と
し
て
も
、
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
か
ら
了
解

さ
れ

る
こ
と
と
思
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
関
白
前
太
政
大
臣

 
 

ふ
け
ぬ
れ
ど
猶
も
ち
ぎ
り
の
末
な
れ
ば
う
き

に
は
な
さ

で
人
ぞ
ま
た
る
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
四

一
九

 
 
 
 

寄
鳥
恋
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

入
道
前
太
政
大
臣

 
 

う
き
を
し
る
も

い
く
暁

に
な
り
ぬ
ら
ん
こ
よ
ひ
も
は
や
く
鳥

な
き

ぬ
な
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
四

一
=

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
院
新
宰
相

 
 

う
れ

し
き

に
う
き

は
そ

ひ
け
る
な
ら

ひ
か
な
待
ち
見

し
よ
ひ
に
今

の
別
ぢ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
四
四
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
永
福
門
院

 
 

お
も

ひ
け
る
か
さ
す
が
あ
は
れ
に
と
思

ふ
よ
り
う
き

に
ま
さ
り

て
な
み
だ

 
 
ぞ
落

つ
る

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一
五
〇

八

 
 
 
 
久
恋

の
心
を
よ
み
侍

り
け
る
 

 

 

 

 

前
関
白
大
政
大
臣

 
 
う
き
を
忍
び

つ
ら
き
に
た

へ
て
年

へ
ぬ
る

つ
れ
な
さ
を
だ
に
い
か
で
し
ら

 
 

せ
ん
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
五
六
四

 

「
う
し
」
の
準
体
言
的
用
法
を
含
む
歌
を
抜
き
出
し

て
み
た
が
、

こ
れ
ら

の

歌

の
中

の
、
「
う
れ
し
き
」
「
つ
ら
き
」
な
ど
の
よ
う

に
、
「
う
し
」

に
限
ら
ず
、

京
極
派

の
恋
歌

で
は
、
心
情

を
表
わ
す
形
容
詞
が
準
体
言
的
な
用
法

で
多
く
使

わ
れ
る
こ
と
が
特
色
と
な

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

 

で
は
、

こ
の
心
情
形
容

詞
の
準
体
言
的
用
法

の
多
さ
と

い
う

こ
と
が
、
京
極

派
恋
歌
に
ど

の
よ
う
な
意
味

を
有
し
、
先
に
掲
げ
た
用
語
で
の
特
色
と
ど

の
よ

う
に
か
か
わ
る

の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず
例

を
掲
げ

て
み
る
。

 
 
 
 

三
十
首
歌
め
さ
れ
し
時
、
恨
恋

を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
院
 
御
製

 
 

わ
れ
も
人
も
う
ら
み
た
ち
ぬ
る
中

な
れ
ば
今
は
さ
こ
そ
と
あ
は
れ
な
る
か

 
 

な
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
一
七
〇

二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新
院
御
製

 
 

よ
し
さ
ら
ぽ
う
ら
み
は

て
な
ん
と
思

ふ
き
は
に
日
比
お
ぼ

え
ぬ
あ
は
れ
さ

 
 

ぞ
そ

ふ
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
一
七
〇
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
永
福
門
院

 
 

か
く
ぽ
か
り
う
き
が
う

へ
だ

に
あ
は
れ
な
り
あ

は
れ
な
り

せ
ぽ

い
か
が
あ

 
 

ら
ま
し
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
一
七
〇
四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
従

三
位
為
子

 
 

あ
は
れ

に
も

こ
と
と
ほ
く

の
み
な
り
ゆ
く
よ
人

の
う
け
れ
ぽ
わ
れ
も
う
ら

 
 

み
て
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

一
七
〇
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前
大
納
言
為
兼

 
 

こ
と

の
は

に
い
で
し
う
ら
み

つ
き

は
て
て
心

に
ご
む
る
う
さ
に
な
り
ぬ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
七
〇

六

 
京
極
派
を
代
表

す
る
歌
人

の
う
た
が

「
恨
恋
」

の
題

に
よ

っ
て
続

い
て

い
る

部
分

で
あ
る
が
こ
れ
ら
の
歌

に
は
、
①

「
さ

(
こ
そ
)
」
「
か
く
」

ま
た
そ
の
類

語

と
考
え

て
よ

い

「
さ
ら
ぽ
」
な
ど
の
指
示
語
類
②

「
あ
は
れ

さ
」 

「
う
さ
」

な
ど
接
尾
語

「
さ
」

に
よ
る
名
詞
化

さ
れ
た

こ
と
ぽ

、
③

「
う

し
」

の
準
体

言

用
法

で
あ
る

「
う
き
」
、
と

先

に
挙
げ
た
京
極
派
恋
歌

の
用
語

で
の
特
色
が

よ

く
示
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら

に
共
通
す
る
性
格
を
検
討

し
た
い
。
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「
う
し
」
を

「
う
き
」
と

い
う
体
言
を
伴
わ
ず

に
用

い
る
の
は

「
う
き

(思

い
、
こ
こ
ろ
)
」
 
「
う
き

(間
柄

・
人
)
」
な
ど
、
下
に
来

る
体
言
を
省
略
し
、

そ

の
体
言
を
形
容
詞
自
身

に
取
込
ん
で
抽
象
化
す
る
形
で
あ
る
。
同
様

の
こ
と

は
、
接
尾
語

「
さ
」

に
よ
る
名
詞
化

の
言
葉

に
も
あ
て
は
ま
る
。
感
情
心
理
を

あ
ら
わ
す
抽
象
的
な
形
容
詞
は
、
名
詞
化

に
よ

っ
て
そ
れ
自
体
が
抽
象
語
と
な

る
言
葉

。
ま
た
指
示
語
は
、
題
な
ど
に
含

ま
れ
る
状
況
や
、
思
念

の
内
容

な
ど

を
短
か
く
凝
縮
し
ま
と
め
る
、

こ
れ
も
抽
象
化
す
る
言
葉

と
し
て
捉
え
ら
れ
る

も

の
で
あ

ろ
う
。

こ
の
よ
う

に
こ
れ
ら
三
点

に
共
通

し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

抽
象
化

の
手
法
で
あ

る
。
さ
ら

に
、
「
～
と

(
思

ふ
、
言

ふ
、
知
る
、
見
る
)
」

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(14
)

の
よ
う

に
用

い
ら
れ
る
助
詞

「
と
」

の
多
さ
も
そ
う
し
た
手
法

の
裏

づ
け
と

な

ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

前
大
納
言
為
兼

 
 
と
き

の
ま
も
わ
れ

に
心

の
い
か
が
な

る
と
た
だ

つ
ね
に
こ
そ
と
は
ま
ほ
し

 
 
け
れ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
一
五
〇

二

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

従
三
位
 
宣

子

 
 

さ
り
と
も
と
思

ふ
た

の
み
も
程
過
ぎ
ぬ
み
し
や
な

さ
け

の
か
ぎ

り
な
り
け

 
 

ん
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
一
七
三
七

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

院
新
宰
相

 
 
う
し
と
思
ひ
恋

し
と
思
ふ
そ
の
あ
た
り
き
か
じ
や

い
ま
は
身
を
な
き

に
し

 
 

て
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
七

三
八

 

こ
の

「
と
」

は
、
叙
述

的
な
内
容
を

一
纏
め
に
し
、
概
念
的
に
把
握

さ
せ
る

働
き
が
あ

り
、
そ

の
意
味

で
先

の
三
点
に
共
通
す

る
抽
象
化
の
手
法
を
認

め
る

こ
と
が

で
き

る
の
で
あ

る
。

 
言
葉

の
用
法

に
み
ら
れ
た
こ
う
し
た
手
法

は
、

で
は
、
他

に
ど
の
よ
う
な
面

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

 
そ
れ
は
、
京
極
派
歌
人
の
恋
歌
で

の
対
象

の
と
ら
え
方

に
も
あ
ら
わ
れ
て
こ

よ
う
。

 

「
事
に
む
き

て
は
そ
の
事

に
な
り

か

へ
り
そ
の
ま
こ
と
を
あ
ら
わ
す
」
と

い

う
為
兼
卿
和
歌
抄

の
歌
論
は
、
叙
景
歌
で
は
景
物
と

い
う
も

の
に
則
し
、
恋
歌

で
は
恋

と
い
う
事

に
則
し
て
対
象
を
把
握
す

る
事
を
述
べ

て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
が
、
抽
象
化

の
手
法
と
結
び

つ
く

の
で
あ

る
。
 
「
う
し
」
と

い
う
言

葉
が
、
京
極
派
恋
歌

に
特
色
と
し

て
表
わ
れ
て
く

る
の
は
そ

の
た

め
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
と

に
則
し
て
京
極
派
歌
人
は

こ
ひ
と

い
う

こ
と
を

「
う
し
」
と
捉

え
た

の
で
あ

る
。
恋
を

「
う
し
」
と

い
う
言
葉

に
把
握
し
、
抽
象
化
し
て
と
ら

え
た

の
が
京
極
派
歌
人
の
恋
歌
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

こ
う
し
た
手
法

は
次

の
よ
う
な
歌

に
も
よ
く
示
さ
れ

て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

従
三
位

為
子

 
 
あ

は
れ
を
も
う
さ
に
の
み
こ
そ
人
は
な
す
に
わ
れ
ぞ
う
き
を
も
あ
は
れ

に

 
 
は
な
す

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
一
五
五
九

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

永
福
門

院

 
 
か
く
ば

か
り
う
き
が
う

へ
だ

に
あ
は
れ
な
り
あ
は
れ
な
り

せ
ば

い
か
が
あ

 
 
ら
ま
し
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
一
七
〇

四

 
こ
れ
ら
は
、

こ
ひ
を

「
う
し
」
と

「
あ
は
れ
」

の
二
つ
の
言
葉

に
抽
象
化

し

て
と
ら
え
た
歌

で
あ
る
。
ま
た
、
や
や
特
殊

な
例

で
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

躬
恒

 
 
お
も

へ
ど
も
あ
ひ
も
お
も
は
ず
思

ふ
時
お
も
ふ
人
を

や
思
は
ざ
り
け
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

一
五
三
九

と

い
う
歌
を
考
え
た

い
。

こ
の
歌

は
、
言
葉

の
遊
戯
性
と

い
う
点

で
特
殊
性
の

強

い
も

の
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
歌
が
勅
撰
集
に
選

入
さ
れ
た

こ
と
、
そ
れ

自
体
は
特
別
な
こ
と

で
は
な
い
。

し
か
し
、
従
前
の
勅
撰

集
に
見

ら
れ
な

い
歌
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風
を
持

つ
玉
葉
集
恋
歌
の
中

に
選
入
さ
れ
た
に

つ
い
て
は
そ

の
意
味
が
考
え

ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(15
)

れ

る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
い
く

つ
か

の
理
由
が
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
れ
ま
で
検
討

し
て
き
た
特
色

を
考
慮

す
れ
ぽ
、

こ
の
歌
が
、
京
極
派
恋
歌

に
特
有

の
抽
象
化

の
手
法
を
過
去

の
作
品
の
中

で
非
常
に
よ
く
実
現
し

て
い
る
う
た
で
あ
る
こ
と

を
そ

の
理
由

に
挙
げ

て
よ
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

こ
ひ
を

「
思

ふ
」
と

い

う
言
葉
に
抽
象
化
し
、
そ
の
言
葉

の
繰
返
し
で

一
首
を
仕
上
げ
て

い
る
。

い
わ

ぽ
典
型
的
な
抽
象
化
手
法
の
歌
と
な

っ
て

い
る
の
で
あ

る
。

 
抽
象
化
の
手
法
は
、
京
極
派
恋
歌

の
表
現

の
み
な
ら
ず
対
象
の
把
握
と

い
う

面

に
わ
た

っ
て
も
発
揮

さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

六
 
四
季
歌
と
の
関
連
、
恋
歌
の
物
語
性
に
つ
い
て

 
最
後

に
、
恋
歌

の
四
季
歌
と
の
関
連
、
及
び
物
語
性
と

い
う
こ

と

に

つ

い

て
、
簡

単
に
ふ
れ

て
お
き
た

い
。
四
季

歌
と
恋
歌

の
共
通
点
と
相
違
点
を
み

る

に
は
、
福
田
秀

一
氏
が

『
中
世
和
歌
史

の
研
究
』

の
中
に
ま
と
め
ら
れ

た
京
極

 
 
 
 
 
 
 
 

(16
)

派
歌
風
に

つ
い
て
の
記
述
が
有
用
で
あ

る
。
そ
れ
を
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

検
討
し
た
い
。

 
四
季
歌
と
恋
歌
を
比

べ
た
時
の
最
も
大
き
な
相
違

は
、
対
象

の
と

ら
え
方

の

相
違
で
あ

る
。
そ
れ
を
改
め
て
こ
こ
に
言

い
か
え
れ
ぽ

、
叙
景
歌
が
景
物
と

い

う
も

の
に
則
し

て
歌
わ
れ
、
恋
歌

は
恋
と

い
う
こ
と
に
則
し
て
う

た
わ
れ

る
と

い
う
相
違

で
あ

る
。
こ
う
し
た
対
象

の
と
ら
え
方

の
相
違

の
上
に
立

っ
て
、
表

現

の
上
で
は
、

四
季
歌
と
恋
歌

に
は
、
共
通
点
が
多

い
。
そ

の
大
き

な
共
通
点

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(17
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(18
)

と
し

て
は
、
④
時
間
の
要
素
、
@

対
比
対
照
す

る
表
現

(
双
貫
句
法
)

の
二
つ

が
あ
げ

ら
れ

る
。

 
時
間
的
な
要
素
を
含

む
歌

の
多

い
こ
と
は
四
で
用
語

の
上
か
ら
も
把
握
す

る

こ
と
が
で
き

た
が
、
福

田
氏

の
挙
げ
ら
れ

た
特
色

の
い
く

っ
か
の
叙
景
歌

に
関

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(19
)

係

の
深

い
と
思
わ
れ
る
項
目
に

つ
い
て
も
、
恋
歌

で
は
、
時
間

の
要
素
と
の
関

連
か
ら
と
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
叙
景
歌
で

「薄

明
を
好
ん
」
だ
京
極
派
歌
人
は
、
恋
歌
で
も

「
夕
恋

」
 
「
夕

暮
恋
」
と

い
う
よ
う
な
題
を
集
中

に
と

り
入
れ

て
い
る
。

 
 
 
夕
恋

の
こ
こ
ろ
を
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
今
上
御
製

 
 

お
も

ひ
た
え
て
ま
た
ぬ
も
か
な
し
ま

つ
も
く

る
し
わ
す
れ

つ
つ
あ
る
夕
暮

 
 
も
が
な
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

一
三
八
四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
従
三
位
 
親
子

 
 

心
に
も
し
ば

し
そ

こ
む
る
恋

し
さ
の
涙

に
あ
ま

る
夕
ぐ
れ

の
空

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
四
六
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(20
) 
 
 
 

(21
)

 

ま
た
、
色
彩
と

い
う

こ
と
で
は
伊
原
昭
氏
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
延

政
 
門
院

 
 

お
も
ひ
し
ほ
れ

ぬ
る
と
し
も
な
き
時

の
ま

に
ね
や

の
ひ
ま
さ

へ
し
ら
み
は

 
 

て
ぬ
る

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
四

=

一

こ
の
歌

に
つ
い
て

「
白
む
」
と

い
う
用
語

に
京
極
派
的
特
色
を
指
摘

さ
れ
て
い

る
。
京
極
派
歌
人

の
色
彩
語
と
し
て
は
恋
部

に
唯

一
の
用
語

で

あ

る
。

こ

の

「
白
む
」
と
い
う

言
葉
も
、
そ
こ
に
時
間

の
経
過
を
含
む
表
現
と
認

め
ら
れ
、

京
極
派
歌
人
の
好

む
用
語
の
特

性
を
備
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
(22
)

 
次

に
、
@

に

つ
い
て
、
恋
歌

で
の
対
比
対
照

の
と
ら
え
方

(双

貫

句

法
)

は
、
四
季
歌
が
景
物

の
対
照
や
列
挙
と

し
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
の
に
対

し
、
様

々

な
状
況

で
の
感
情

の
対
比
対
照
と
し
て
表
現
さ
れ

る
。
そ
れ
ら
は
、
自
分
自
身

の
現
在
と
過
去

の
心
理

の
対
比
や
自
分
と
相
手

の
心
理
の
対
比
、

さ
ら

に
そ
れ

ら
の
複
合
さ
れ
た
よ
う
な
対
比
対

照
の
表
現
と

い
う
こ
と

に
な

る
。
そ
し

て
、

こ
こ
で
も
心
情
語

を
中
心
に
抽
象
化
す

る
手
法
は
、
感
情
や
心
理

を
短

か
く
ま

と
め
、
簡
略
化
し
て
対
比
対
照

の
表
現

を

一
首
中

に
実
現
し
て
い
る
。
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(23
)

 

こ
の
大
き
な

二
項
目

の
共
通
点
以
外

で
は
助
詞

「
ぞ
」
の
多

さ
と
と
も

に
、

「
～
と

(思

ふ
、
言
ふ
、
知
る
)
」

な
ど

の
用
法

に
お
け
る
助

詞

「
と
」

の
多
さ

 
 
 
 
 
 
(24
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(25
)

と

い
う

こ
と
や
、
ま
た
対
象

の
動
的
把
握
と

い
う

こ
と
に
関

し
て
伏
見
院

に
次

の
よ
う
な
歌

の
あ
る
こ
と
な
ど
が
注
目

さ
れ

る
。

 
 
 
恋
御
歌
の
中

に
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
院
御
製

 
 
風

の
お
と

の
き

こ
え
て
過
ぐ

る
夕
暮

に
わ
び

つ
つ
あ
れ
ど
と

ふ
人
も
な
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
二
四

一

 

以
上
の
よ
う
に
、
叙
景
歌
と
恋
歌

の
表
現

に
共
通
す
る
点

は
多

い

の

で

あ

る
。
 
次

に
、
京
極
派
恋
歌

の
物
語
性

と
い
う

こ
と
に

つ
い
て
。

 

土
岐
善
麿
氏
は

『
京
極
為
兼
』
(
西
郊
書
房

 
昭
22
)

の
中

で

 
 
中
世

の
恋

の
歌
が
直
戴
体
験
的
な
拝
情
歌
と
し

て
よ
り
も
、
む
し
ろ
設
け

 
 

ら
れ
た
題
に
よ
り
、
叙
事
的
な
動
因

に
よ

っ
て
詠
出
さ
れ

て
い
る
も

の
の

 
 
多

い
こ
と
は
、

一
人
の
作
家
が
恋

の
種

々
相
を
そ
れ
ぞ
れ

に
仮
定
し
て
、

 
 

み
ず

か
ら
そ
こ
に
身
を
置
く
と

い
う
よ
う
な
態
度

に
よ

っ
て
も
知
ら
れ
る

と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

 
京
極
派
恋
歌
に
見
ら
れ
る
物
語
性
と
は

「
み
ず

か
ら
そ
こ
に
身
を
置
く
と
い

う
よ
う
な
態
度
」

か
ら
発
す
る
効
果

に

つ
い
て
い
わ
れ
る
も

の
で
あ

る
。
物
語

性
と
い

っ
て
も
、
新
古
今

集
に
お
け

る
よ
う
な
本
説
歌
等

の
修
辞
法

に
よ
る
も

の
、
す
な
わ
ち
先
行
す

る
物

語
の

一
場
面
や
物
語
中

の
歌
に
重
ね
合
わ
せ
て
の

そ
れ
で
は
な
く
、
設
定
と
発

想
か
ら
あ
く
ま
で
歌

一
首
そ
れ
自
体

の
内
部

に
生

じ
る
効
果

に
つ
い
て
い
わ
れ
る
特
色

で
あ

る
Q

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(26
)

 

次
田
香
澄
氏
は

「
王
朝
物
語
の
人
物

に
お
き
か
え

て
」
と
表
現

さ

れ

て

い

る
。

ま
た
、
岩
佐
美
代
子
氏
も
源
氏
物
語
等
と

の
関
連
性
を
考
察
さ
れ

て
い
る

が
、
京
極
派
恋
歌
が
、
そ
の
設
定

の
背
後

に
必
ず

何
ら
か
の
具
体
的
な
物
語
、

あ
る

い
は
あ

る
場
面
を
念
頭

に
お

い
て
い
た
、
と
ま
で
考
え

る
の
は
、
か
え

っ

て
理
解

を
そ

こ
ね
る
こ
と

に
な

る
か
も
し
れ
な

い
。
源
氏
や
そ

の
他
の
王
朝

の

物
語

は
、
各

々
の
歌
人

の
胸
深
く
混
然
と

い
わ
ぽ
凝
縮
さ
れ
抽
象
化
さ
れ
て
宿

っ
て
お
り
題
詠
の
折
々
に
は
、
そ

の
混
然
と
し
た
泉

の
中
か
ら
あ

る

一
つ
の
場

面
や
心
を
浮
び
上
ら
せ
、
読
取
ろ
う
と
し
た
の
が
京
極
派
恋
歌
で
の
物
語
性

で

あ
る
、
と
捉
え
ら
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
永
福
門
院

 
 

よ
は
り
は

つ
る
い
ま
は

の
き
は

の
思
ひ
に
は
う
さ
も
あ
は
れ
に
な
る
に
ぞ

 
 
あ

り
け
る
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
一
七

一
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
院

御
製

 
 

い
く
た
び
の
命

に
む

か
ふ
歎
し

て
う
き
は
て
し
ら
ぬ
世
を

っ
く
す
ら
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
七

一
六

 
京
極
派

の
歌
人
に
は
、
物
語
は
凝
縮
し
た
言
葉

に
置
換
ら
れ
把
握

さ
れ
て
い

た
。

そ
れ
が
歌

の
中

に
言
葉
を

一
首

の
骨
組
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く

る
、

つ
ま

り
、
言
葉

に
物

語
が
抽
象
化
さ
れ

て
あ
ら
わ
れ
て
く

る
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た

言
葉

の
代
表
と
し
て
、

「
う
し
」
が
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う

か
。
物

語
は
京
極
派
歌
人

に

「
う
し
」
と

い
う
言
葉

に
抽
象
化
さ
れ
て
捉
え
ら
れ

て
い

た
、
逆

に
言
え
ば
、
京
極
派
歌
人
は
物
語
を
通
し
て
恋
を

「
う
し
」
と
捉
え

た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
先

に
表
現
と
対

象
の
把
握
と

い
う
面

か
ら
捉
え
ら
れ

た
抽
象
化

の
手
法
は
、
恋
歌

の
物
語
性
と

い
う
こ
と
に
お
い
て
も

そ
の
特
性
を

発
揮

し
て
い
る
と
考

え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

 
京
極
派
恋
歌

の
抽
象
化

の
手
法
は

「
う
し
」
と
い
う
言
葉

に
も

っ
と
も

よ
く

表
象

さ
れ

て
あ
ら
わ
れ
て
き

て
い
る

の
で
あ
る
。

 

「
難
解
」
と
も

「観
念
的
」
と
も
評
さ
れ

る
京
極
派
恋
歌

の
側
面

は
こ
う

し

た
抽
象
化

の
手
法
が
そ
の

一
因
と
な

っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
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注
1
 
福
田
秀

一
(『中
世
歌
壇
史

の
研
究
』
明
治
書
院
 
昭

47
)

四

一
七
頁

 
2
 
次

田
香
澄

「永
福
門
院
」

(『和
歌
文
学
講
座
 
中
世

・
近
世

の
歌
人
』
桜
楓
社

 
 
昭

42
)

 
3
 

後
藤
重

郎
氏

「新
古
今
和
歌
集
恋
部

の
配
列

に
関
す
る

一
考
察
」

(
『名
古
屋
大

 
 
学
文
学
部
研
究
論
集
』
昭

36

・
1
)

 
4
 

各
巻

の
前
代

・
当
代

の
作
者
の
歌
数

は
左
の
如
く
で
あ
る
。 

(な
お
作
者

の
分

 
 
類
は
、
勅

撰
作
者
部
類

で
の
初
出

に
よ
る
)

不明当代作者の
歌数

前代作者の歌数

1
    
1
    
1

36
 
61
 
41
 
4
 
41
 
47

    79

    63

    80

前 半43

後 半30

    49

 

伽

仰

郁

愈

恋5

3230(B)344(A)    1
5771

 

計

総計

前代歌の比率
A =60(%)
577

=40(%)

 

 
7
B
7
 
5

当代歌の比率

恋四は,内 容構成 の上 から,前 半部

と後半部に分け る。

 

5
 
続
後
撰
集
恋
部

に
も
四
季

に
か
か
わ
ら
せ
た
恋
歌
を
見
出

せ
る
が

、

 
部
に
お
け
る
ほ
ど

の
量
と
配
列

の
明
瞭
さ
を
持
た
な

い
。

こ
の
点

に
関

す
る
続
後

 
撰
集
と
の
影
響
関
係
に

つ
い
て
は
、
今
こ
こ
で
は
問
題
に
し
な

い
。

6
 
恋
部
の
総
索
引
を
機
会
を
得
て
私
に
作
製

し
た
。
以
降

の
資
料

は
そ
れ
に
基
づ

 
く
も

の
で
あ
る
。

7
 
表

3
の
⑨
に

つ
い
て
は
、
時
間
経
過
を
表
わ
す
歌
が
多

い
と

い
う
特
色

か
ら
。

 

(注

1
の
福

田
氏
論
文
参
照
)

8
 
表

3
の
⑪
。
玉
葉
集
恋
部

に
は
、
ふ
み
、
こ
と
の
は
に
関
連
す
る
類
が
み
ら
れ

 

る
。
又

、
⑮
も
同
様
。

9
 
表

3
の
④
、
⑤
等
。

10
 

二
十
語
以
下

の
資
料

は
提
示

し
て
い
な

い
が
、
調
査
は
五
語
以
上

の
言
葉
ま
で

 

を
対
象
と
し
て
行

っ
た
。

11

玉
葉
集
恋
部
は
全

体
と
し
て
は
従
前

の
勅
撰
集

の
構
成

を
踏
襲

し
て
い
る
。
作

濁(玉葉
集
恋

者
構
成

で
も
、
前
代
歌

人
の
歌
を
当
代
歌
人
以
上
に
多
く
収
載
し
て

い
る
。 

(注

 
4
参
照
)

12
 

笠
間
書
院
刊

(昭
49
) 

終
章
第

二
節

13
 

各
勅
撰
集

と
の
比
較

の
基
準
を
そ
ろ
え
る
た
め

「う
し
」

の

連
体
形

の

歌

語

 
(う
き
世
、
う
き
名
)
を
含

め
た
数
。

14
 
注

24
参
照

15
 
京
極
派

の
歌
が

一
首
に
同

じ
語
を
重

ね
て
用

い
る
こ
と
に
対
す

る
二
条
派

の
批

 
難

に
対
抗

し
て
撰
入
さ
れ
た
、
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

16
 
京
極
派
歌
風

の
特
色

(福
田
氏
注
1
掲
出
論
文
よ
り
例
歌
を
除

い
て
載
録
さ

せ

 
て

い
た
だ
く
)

 

一
、
題
材

 
 
1
、
叙
景

と
仔
情
を
よ
く
分
離

し
て
い
る
。
即
ち
叙
景
歌

は
自
然

の
観
照

に
、

 
 
 
好
情
歌

は
成
情

の
観
照
に
、
そ
れ
み
＼

徹
し
て
ゐ
る
も

の
が
多

い
。

 
 
2
、
光
線

や
明
暗

の
感
覚

を
捉

へ
た
も

の
が
多
く
、
そ
の
中

で
も
薄
明

(曙
や

 
 
 
暮

、
或

い
は
夕
霞
や
雲
を

通
る
光

、
林
を
洩
れ
来

る
光

、
星

の
光
等
)
を
好

 
 
 
ん
で
詠

ん
で
ゐ
る
。

 
 
3
、
色
彩
感
覚

の
鮮
か
な
歌
も
多

い
。

 

二
、
発
想

 
 
1
、
風
景
や
感
情

の
時
間
的
な
推
移
や
経
過
を
歌

っ
た
も
の
が
多

い
。

 
 

2
、
そ
の
結
果

で
も
あ

る
が

、
対
象
を
動
的

に
把
握
し
た
も

の
が
あ

る
。

 
 

3
、
対
象

(自
然

や
感
情
)
や
そ

の
動
き
を
、
対
比
的
対
照
的

に
捉

へ
た
作

も

 
 
 
多

い
。

 

三
、
手
法

 
 
1
、
対
象

の
本
質
を
凝
視

し
、
写
実
に
徹

し
よ
う
と
し
た
も
の
が
多

い
。

 
 

2
、
感
覚
的
に
鋭

い
も
の
が
あ

る
。

 
 

3
、
閑
寂
な
情
趣
を
詠

じ
た
も

の
も
多

い
。

 

四
、
表
現

(声
調

・修

辞
)

 
 

1
、
係
助
詞

「ぞ
」
の
頻
用
が
目
立

つ
。

 
 

2
、

い
は
ゆ

る
双
貫
句

法

(対
比

・
列
挙

の
句

法
)
を
用

ゐ
た
も

の
が
多

い
。

 
 

3
、
万
葉

の
語
句
を
採

っ
た
も

の
も
多

い
。

17
 
注

16
の
ニ
ー
①

18
 
注

16
の
ニ
ー
③
及
び
四
1
②

19
 

注
16
の

一
ー
②

20
 

注
16
の

一
1
③
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21
 

「色
名
か
ら
み
た
四
季
歌

と
恋
歌
」

(『国
語
と
国
文
学
』
昭

38

・
1
)

22
 
注

16

の
福
田
氏
論
文
..

23
 
注
16
の
四
1
①

24
 

「
ぞ
」

は
恋
部
中
に

一
四
三
例
。 

「と
」
は
二
二
四
例
を
見

る
が
、
そ
の

う

ち

 

「～

と

(思

ふ
、
言
ふ
、
知

る
、
見

る
、
聞
く
)」

の
例

は

一
二
七
例

で
あ
る
。

25
 
注
16

の
二
ー
②

26
 

『日
本
文
学
史
 
中
世
』

(久
松
潜

】
編
 
至
文
堂
 
昭
20
)
五
十
頁
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